
【 北海道教育委員会教育長賞 】

絵にかいたろうそく八本たん生日色ないひなん所えがおでそまる 厚真町立厚真中央小学校 3年 大宮　暉子

【 北海道立文学館賞 】

該当作なし

【 北海道歌人会賞 】

パーカーのチャックからまる赤い糸まだ断ち切れぬ君への想い 函館市立北中学校 2年 佐藤　志龍

【 北海道新聞社賞 】

９６（くろ）の日は絶対わすれないまっくらで心に残った思い出の夜 士幌町立佐倉小学校 6年 仁和　璃音

かわいいねぷっくりふくらむシマエナガぼたん雪ふるあかんの森で 釧路市立鳥取西小学校 3年 山根　悠聖

むかわちょうアンモナイトをほりましたとんかちにぎってこんこんこん 札幌市立伏古小学校 2年 吉原　悠吾

教室の古い黒板なでてみるきず見てうかぶいろんな歴史 札幌市立前田小学校 6年 青山　優紀

天見上げひまわりたちがさきほこる負けじと野菜実をつけている 札幌市立山の手南小学校 5年 中島　瑞喜

傘をさし二人ではいり左かたぬれるあなたの小さな優しさ 苫小牧市立青翔中学校 2年 池尻　朱空

北国の短い夏よ寂しげに瓶に残ったいちごシロップ 立命館慶祥中学校 3年 川合　咲菜

夏祭りゆかた姿の君とゆくはぐれぬように小指をつないで 帯広北高等学校 2年 井村　愛美

恋してる体感温度が5割増し手から伝わる君の鼓動 北海道小樽未来創造高等学校 2年 増井　愛生

たまにしかあうことできないあまいもももっとたべたいピンクのおしり 札幌市立福移小学校 2年 戸ノ崎圭剛

早おきだ６時の前に目がさめたこっそりしたいパソコンゲーム 札幌市立伏古北小学校 3年 橋本　克彦

とうほくのねぶたまつりのかけごえはらっせぇらぁとにぎやかだった 札幌市立元町小学校 1年 尾髙　杏衣

噴水のしぶきをあびて本を読むすずんだわたしとふやけたページ 富良野市立布部小学校 3年 サイペンディ

春にさく百年ざくら花がちる百年まちの春にさいている 岩見沢市立第一小学校 4年 木村　結衣

ねむくてもつかれていてもはっとする二十万発勝毎花火 札幌市立駒岡小学校 6年 中野　愛華

丸いエサいつもの仲間敵になるチャポンチャポンと鯉の争い 札幌市立札苗北小学校 6年 加藤　隼斗

朝つゆに光かがやくくものいとしずくしたたる十文字 苫小牧市立泉野小学校 4年 近藤　芦羽

ばあちゃんが昨年植えた柿の木のまだ小さな芽をずっと見ている 旭川市立緑が丘中学校 2年 上原　理

放課後に好きなあの子に告白を恋のはじまり校舎裏から 釧路町立別保中学校 2年 近藤　伶哉

晴れの日に遠き父の背追いかけてペダル踏み込む秋染まる道 名寄市立名寄東中学校 2年 小川　暁士

蝦夷梅雨にけぶる川岸見上げてる上がらぬ花火を浴衣の君と 北海道教育大学附属旭川中学校 2年 上野　未悠

初めての選挙に行ってよみがえる小学校での日々の思い出 北海道旭川工業高等学校 3年 藤岡　亮輔

君残し急行で帰る帰り道心は残り各駅停車に 北海道石狩南高等学校 3年 古田菜々美

大好きなあなたと一緒にお買い物空の財布と満たされた心 北海道小樽未来創造高等学校 1年 宗山　和可

ベビーカー押してほほえむ祖母の写真手を取り今は車イスを押す 北海道小樽未来創造高等学校 2年 久保田日音

あさくさのかみなりもんのおくにあるけむりのくもを頭にかける 札幌市立青葉小学校 2年 山岸　悠翔

あたらしいともだちできたキャンプじょういっしょに虫とりクワガタゲット 札幌市立大倉山小学校 2年 宮本　直生

夏休みぼくの楽しみ朝ねぼううっかり早起きあーもったいない 札幌市立琴似小学校 3年 山田　敬介

鉄ぼうのうしろまわりはもうできるテストできめてしんきゅうするぞ 札幌市立澄川南小学校 3年 伊藤　聡亮

友だちとみんなで花火火がきえてくらやみになるさびしい気分 札幌市立屯田南小学校 3年 三井　鴻

きんぎょさんおじいちゃんちのいけのなかすいすいおよいでおどっているね 札幌市立藤の沢小学校 1年 陣内　結子

何回もれんしゅうしたらできました竹馬のればすずの音ひびく 札幌市立元町小学校 3年 和久井莉子

つかまえためっちゃうれしいカブト虫にがしてあげるよ長生きしてね 標茶町立沼幌小学校 2年 大島　宏文

なつのかぜせみがみんみんないているそらにとんでくむぎわらぼうし 滝川市立滝川第三小学校 1年 髙澤創士郎

雪だるま丸をかさねて三だんまで太っちょ細っちょ友だち作ろう 富良野市立布部小学校 2年 金子明日歌

さぼりたいけすのがしごとへりたくないとんがったままのけしゴムでいたい 富良野市立布部小学校 2年 安口ひびき

※計8名

【入選】
※計57名

第14回 北海道 小・中・高生短歌コンテスト 受賞・入選者一覧

【特別賞】

【優秀賞】

【佳作】 
※計16名　



すきな虫みみずとけむしかたつむりちょうちょにとんぼつかまえたいな 北海道教育大学附属札幌小学校 2年 石坂　陽絆

おきなわのキラキラしてる海の砂そこまでとう明シュノーケリング 北海道教育大学附属札幌小学校 2年 平間　尊

飛行機は夏の青空ひゅうと飛び親せきいとこに会わせてくれた 旭川市立北鎮小学校 4年 松田　新代

この花火私はここで見上げてる天国からは見おろしている 岩見沢市立幌向小学校 6年 二瓶　優生

あらそいだいそ舟ジャンプいっせいにかえってきたぞ山積みこんぶ えりも町立東洋小学校 4年 神田　莉希

七夕で願いが一つかなうならもどらぬ祖母と天の河で会う 6年 森田　歩

十五夜だ月をみながら皿かこみ栗柿ぶどう家族で食べる 共和町立西陵小学校

小樽市立奥沢小学校

6年 田村　隼人

夏休み海のキャンプで拾ったよ貝の数だけ海の音 札幌市立幌北小学校 4年 貴多　俊介

夏休みせんこう花火見つめてる小さな火の玉とび出す火の糸 札幌市立幌北小学校 4年 高野　めい

五分間たたき続けた石の中あっ！二枚貝！化石発見 札幌市立札苗小学校 5年 坂上　悠崇

幻のにじ色の橋出て来たら行ってみたいな向こうの世界 札幌市立札苗北小学校 6年 森　夏蓮

たのしみはペットボトルのラベルとりピリピリペリペリ音きもちよし 札幌市立篠路西小学校 6年 櫻庭　匠悟

たのしみは夢へのとびらひきこまれくぎ付けになる本を読む時 札幌市立東園小学校 6年 岡﨑　桃香

まだ暗い電車から見る田んぼ道じいちゃんが待つセミが鳴く駅 札幌市立前田小学校 6年 鈴木咲耶子

ローソクがたん生ケーキにひとつだけまとめないでよ10本立てて 札幌市立円山小学校 4年 堀田　和輝

時忘れ読んだ本には味があるあまからしょっぱくときどきにがい 札幌市立山の手小学校 6年 林　秀一郎

たのしみは一ねんが終わる大みそかちょっと大人にちかづける時 苫小牧市立清水小学校 6年 本田美彩希

流れ星いそがなくてもいいんだよどこにつれてくそのおねがいを 苫小牧市立豊川小学校 5年 井村　七海

停電だおちこむ空に星がありふだん見えないすきとおる風 苫小牧市立豊川小学校 5年 佐藤あいら

秋の風短き夏の思い出を乗せて彼方へ吹き去って行く 北海道教育大学附属札幌小学校 4年 田外　紘晟

夏の日に風の合奏風鈴の音色響くよ広い青空 北海道教育大学附属札幌小学校 4年 山西　応宗

想像と多彩な絵の具を筆にのせ自由をテーマに描くイラスト 旭川市立緑が丘中学校 2年 米倉　めい

帰り道二文字の言葉言えなくて今日も「またね」遠くなる君 網走市立第三中学校

石狩市立樽川中学校

小樽市立朝里中学校

2年 篠原　菜蓮

かぶりつきはじける甘さ夏到来火照ったからだ冷やしたトマト 2年 加藤　藍俐

船の上オホーツク海眺めれば胸に聴こえたクジラの唄声 2年 真鍋　孝也

いつしかは愛する気持ち冷めていく誰も飲まないスープのように 札幌市立西陵中学校 3年 三浦　佳恋

増えていく車のライト六時台ひしひし感じる秋の訪れ 札幌市立真駒内中学校

洞爺湖町立洞爺中学校

2年 渡　愛理

なにとなく見上げた空に飛行機雲ノートに書いた「まっすぐ生きたい」 2年 岡本　愛

そうかいだ風をあじわう自転車に立ち乗りをする夏到来だ 函館市立亀田中学校 2年 藤井さくら

プールまで自転車こいだサンダルで塩素のにおいは夏の思い出 美深町立美深中学校 2年 坂井　凜

雨の日も北の大地に鳴る鳴子散る花のごとく軽やかに舞う 富良野市立樹海中学校 2年 髙道　妃菜

雨の日もお気に入りの傘開いたら空模様まで花柄になる 立命館慶祥中学校 2年 山田　舞乃

里帰り祖父母と話す母の背に子供時代の面影を見る 帯広北高等学校 1年 矢野　一真

お弁当いつも同じ味がする落ち着く時間母の愛情 帯広北高等学校 2年 長岡　海翔

雨上がり虹の足がすぐ近く行ってみるかいつかんでみるかい 帯広北高等学校 2年 廣瀬　綾菜

手を出せば一寸ばかりの手が握る笑顔をうみだす小さな命 帯広北高等学校 2年 藤嶋　杏怜

叶わぬと思いながらも書いてみた短冊ひらひら柳にゆれる 帯広北高等学校 3年 高橋　智也

らしくあれ「普通」に心囚われてそんなのただの平均値だと 帯広北高等学校 3年 野田　怜遠

夏祭り気になるあの子誘うけど既読つかずに時過ぎてゆく 北海道旭川工業高等学校

北海道小樽高等支援学校

北海道小樽未来創造高等学校

北海道小樽未来創造高等学校

北海道小樽未来創造高等学校

北海道小樽未来創造高等学校

北海道小樽未来創造高等学校

3年 髙尾　治暉

春が来て恋と笑いと喜びと町のあちこちピンクにそまる 1年 池　小雪

炎天の青空の下ひまわりと麦わら帽の君がほほ笑む 1年 久保田　凜

花火散る僕の思いも風となり揺れて揺らいで届かぬ思い 1年 村上　颯涼

見て見てとはしゃぐ妹自慢気に小さい手の中貝がら1つ 2年 荘司かぷり

あなたの背追って駆けゆく小樽坂潮風香る故郷の町よ 2年 松村　里玖

青い夏蝉の鳴き声波の音川のせせらぎ森のざわめき 3年 岩井　陽生

照らされた君の横顔が好きだった忘れられない秋の月夜 北海道釧路湖陵高等学校（定時制） 3年 小林　玲菜

入賞されたみなさま、まことにおめでとうございます。


